
皆さんこんにちは。ご紹介いただきまし

たとおり、私は毎日新聞に入りましてロン

ドンに5年、ウィーンに4年、ワシントンに5

年ほど勤めきました。新聞記者になって、

外から日本を見る機会の方が多かったと思

います。

沖縄に関しては1972年の本土返還直前に、

「返還前の沖縄をぜひ見ておきたい」と思い、

大学卒業前でしたが、一週間ほど滞在いた

しました。パスポートを用意し、車も道路

の右側を走っておりました。お土産を買う

のもドル建てで「これが沖縄の現実なんだ

な」と考えました。

その後も特派員を務めながら、沖縄と日

本、それから基地の島というイメージが、

アメリカのことを考える際に常に心のどこ

かに引っかかっていました。ワシントン特

派員を終えた1999年、東京本社へ戻り、政

治部編集委員という仕事に着きました。そ

の時、基地取材で沖縄に一週間ほど滞在し、

嘉手納基地や普天間基地などを中心に取材

したことがあります。この大事な琉球フォー

ラムの席にお招きいただいてお話をさせて

いただくのは、何かの縁だと思います。
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人好きのするブッシュ大統領

ワシントンから戻った時、森（喜朗）ジョー

クというのがありました。ジョークですか

ら実際にあった話ではありませんが、森首

相が訪米してクリントン大統領に会うこと

になり、英語のコーチを受けて「ハウアー

ユー（How are you？）と言いなさい」と教

えられました。ところが森さんは焦って

「フーアーユー（Who are you？）」と言って

しまい、クリントン大統領は変だと思いな

がらもジョークで返して「私はヒラリーの

ハズバンドです」と答えたら、森さんが

「ミートゥー（Me, too 私も）」と言っちゃっ

たという話です（笑）。

これは元々お隣の韓国の金泳三（キム・

ヨンサム）大統領が英語が苦手なのを皮肉っ

たジョークです。それをどこかで聞いて、

外務省記者クラブで「これ森さんに替えて

も使えるよね」と言ったら、それがあっと

いう間に広がってしまった。森ジョークは

私が広めた張本人でございまして、森首相

には申し訳ないと思っております。これが

実話のように新聞や週刊誌にも書かれて、

一年ぐらい経った後でも、永六輔さんが講

演をされた際に「これは本当にあった話だ」

と話されたとか聞いております。

私はこうしたジョークが好きで、ブッシュ

大統領についてもこういうものがあります。

2000年大統領選の頃のジョークですが、ブッ

シュ候補と、ライバルのゴア副大統領、そ

れからなぜかチベットのダライ・ラマさん、

世界をバックパックを背負って旅行してい

るヒッピー青年の4人が、飛行機に乗り合わ

せたそうです。飛んでいるうちにエンジン・

トラブルが起きて墜落しそうになりました

が、よくみたら乗客4人でパラシュートが3

つしかありません。ゴア副大統領はめざと

い人ですから「アメリカは私を必要として

いる。皆さん悪いが」と言ってパラシュー

ト1個持って飛び降りてしまいました。残る

はパラシュート2つに、ブッシュさんとダラ

イ・ラマさんとヒッピー青年の3人です。そ

こでブッシュさんも「私は共和党の星で期

待されている。皆さん申し訳ない」と、1個

つかんで飛び降りました。ダライ・ラマさ

んとヒッピー青年が顔を見合わせると、さ

すがダライ・ラマさん、ヒッピー青年に向

かって「君には未来がある。私は飛行機と

共に死ぬ。君はこのパラシュートを持って

降りなさい」と薦めたのです。するとヒッ

ピー青年が「いや、ダライ・ラマさん心配

ありません。ブッシュさんはおっちょこちょ

いだから、パラシュートだと思って私のバッ

クパックを背負って飛び降りてしまいまし

た。だから2つ残っています」（笑）。これも

実在の話ではありません。

居丈高なようですけれども、ブッシュ大

統領は何か人好きのするおっちょこちょい

で、自分でも英語は下手だと認めています。

だからと言って大統領にふさわしいかどう

かは別問題ですが、そんな前置きでお配り

したレジュメに従ってお話を進めてまいり

たいと思います。

苦 戦 で も 三 冠 王

私の基本的スタンスとして、アメリカの

単独行動主義、勝手に戦争を始めてもらっ
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ては困るのは、そのとおりだと思います。

しかし、困ったことはいろいろありますが、

だからと言って反米、アメリカ叩き、「アメ

リカはけしからん」と叫ぶだけでは、世界

が抱えるいろいろな問題は解決しないと思

います。なぜ再選されたかも含めてアメリ

カの現状、ブッシュ再選を生んだ国内の政

治状況を冷静に捉え、どこにどんな問題が

あるかを踏まえた上で何をするかというこ

とだと思います。「アメリカはけしからん」

と言っても、それではアメリカがいなくな

ればいいかというと、そうはいかない。そ

ういう意味で欠点や問題点を抱えたアメリ

カをどんな方向に動かしていけるのか、日

本に何ができるか。そういう観点からご報

告させていただきたいと思います。

まず大統領選の評価ですが、確かにアメ

リカが二つに割れる程、苦戦を強いられた

けれども、結果は「三冠王」でした。大統

領選に勝ち、上下両院でも議席を積み増し

て勝っている。さらに言えば知事選でも、

全米50州のうち非改選州も含めて過半数の

28州を共和党知事が押さえています。どう

してこういう結果になったのかが大事だと

思います。

民主党の敗因と共和党の勝因はいくつも

挙げられますが、まずはケリー候補に対し

て共和党は「フリップフロップ」（すぐ意見

が変わる）と攻撃したわけですが、それが

かなり当たっている部分があったのではな

いか。いくつかご紹介しますと、たとえば

ケリー陣営がポスターのロゴ（字体）を決

めるだけで4週間もかかったという。それぐ

らい、はっきり物事を決められない。第二

点として、ケリー候補はアドバイザーを集

めるのが「趣味」と言っては言い過ぎです

が、たくさんのアドバイザーを周囲に集め

た。アドバイザーだけで大学の教養学部が

ひとつできるくらいたくさんいたそうです。

意見を集めるのもそれなりに必要と思いま

すが、日々の選挙戦で「この政策はこれで

いく」ということをなかなか決められなかっ

たのは大きな弱点だったと思います。

ケ リ ー 候 補 の 弱 点

選挙アドバイザーはきちんと報酬を得ま

す。有名なアドバイザーともなると、一度

の選挙で相場は500万ドル（約5億円）とも

いう。もちろん選挙に勝って役職に就く方

がいいのですが、負けても5億円貰えれば困

ることもない。ケリー陣営には変な意味で

なく、金と権力をあてにしたアドバイザー

がけっこう多かったと思います。これに対

し、ブッシュ陣営は忠誠心の強い連中を集

めて、イデオロギー的にも保守のアジェン

ダのしっかりした連中が集まっていた。イ

デオロギー先行で、お金はなくても手弁当

で選挙戦を闘う。同じ選挙運動でも、内容

がずいぶん違っていたと思います。

ケリー氏は、2002年に議会でイラク戦争

支持決議をやった時には賛成した。ところ

が戦後処理がうまくいかなくなると今度は

反対ということで、方針がコロコロ変わっ

た。夏ごろから「これではまずい」という

ので、クリントン前大統領時代の政権幹部

を選対に引き入れたのです。これで確かに

主張ははっきりしたのですが、ずっとケリー

を支えてきた連中と大きな溝ができてしまっ

た。アメリカのことわざに『川の途中で馬
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を乗り換えるな』とありますが、ケリー陣

営は内部でそういうことが起きてしまった。

ケリー氏はイラク戦争を「悪いタイミング

で、悪いやり方で、悪い目的で始めた」と

大統領を批判したのですが、結局何をやる

かと言うと、戦後復興、治安確立をしっか

りやり遂げる。国際社会を巻き込んで兵隊

を派遣してもらう。治安回復と暫定政権を

恒久政権につなげる作業では、ほとんどブッ

シュ氏と同じ政策となってしまいました。

今回の大統領選の争点は「久しぶりに外交

安保に移った」と言われましたが、同じよ

うなことをやると言い出したあたりから、

イラク戦争は明確な争点にならなくなって

しまったと言えます。

二期目当選の大きな自信

共和党については、私がワシントンに赴

任した最初の年、ちょうど10年前の1994年

の中間選挙が大変な選挙になりました。史

上何十年ぶりかに、共和党が上下両院の支

配権を取り戻したのです。同党下院議長の

名をとって「ギングリッチ革命」と呼ばれ

たのですが、このあたりから共和党を支持

する保守勢力がかなり厚い層を形成してい

るというのがはっきりしてまいりました。

外から見ると、大統領が民主党なのであま

り気がつかないのですが、議会と大統領の

両方をみないとアメリカの内政というのは

なかなか分かりづらい。

議会ではこの共和党革命以来、保守が着
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実に国内政治の地盤固めをしてきました。

2000年大統領選で、ブッシュ氏はフロリダ

州の500余票の差でようやく競り勝ち、甚だ

心もとないものがありましたが、国内政治

でみると共和党を支持する保守の地盤が着

実に上がってきているのです。それが今回

2004年の大統領選で、以前にも増してはっ

きり出てきたということだろうと思います。

二つに割れた状況ですから、必ずしも全体

とは言えませんが、保守の唱えるアジェン

ダがかなりの層に妙な説得力があるとも言

えます。ブッシュ大統領は勝利宣言で「私

は政治的資産（Political capital）を手に

した。これを上手に使うつもりだ」と言っ

た。2000年はフロリダ州で僅かの差で、し

かも最後は「連邦最高裁に勝たせてもらっ

た」という負い目があった。今回はケリー

候補に約360万票の差をつけ、大統領選挙人

の数でもはっきりと過半数を獲得したこと

が自信になっています。反対勢力には「彼

らが我々の目的を共有するならば手を差し

述べたい」と言っています。このへんが2期

目のブッシュ政権がどういう方向へ向かう

か、ブッシュさんが何をやろうとしている

のかが分かってきた気がします。

しかし、穏健にはならない

つまり一期目は、民主党から「あいつは

裁判所の判定で勝っただけだ。国民の過半

の信任を得たわけじゃない」と、ずっと陰

口を叩かれてきた。今やそうではないとい

う自信になっています。もうひとつは、分

断されたアメリカと言われる中で、ケリー

候補も民主党側も対立の溝を埋める努力、

手を差し述べる努力が必要と訴えましたが、

「彼らが我々の目的を共有するなら」手を差

し述べようと。私自身も大統領選後の社説

で、世界の大多数の新聞と同じように、2期

目は少し穏健になって国際協調、国内協調

を、反対派にも手を差し述べて話合いでやっ

てほしいと希望を述べたわけですが、今の

ところ必ずしもそうはならないと予想して

おります。

政治的資産という点では、二つの見方が

あります。アメリカの大統領選挙は間接選

挙の形をとっています。ブッシュ氏は選挙

人の数で286人を獲得して当選しました。し

かし、この286人は第二次大戦後の大統領で

決して多くはない。大半の大統領は再選に

しろ初当選にしろ、300人以上獲得していま

す。300人獲れなかったのは、ブッシュ氏の

2000年の271人（最低限の数）と、1976年の

カーター大統領（297人）ぐらいで、他はす

べて300人以上。ですから「政治的資産を手

にした」と言っても偉そうなことは言えな

い。

得 票 率 で は ５ １ ％

ところがもう一方の一般投票（Popular

vote）、大統領選挙人の数でなく、投票総数

の何％を取ったかということで言うと、こ

れが51％です。2000年は47.8％だった。50

％を超したのは実はたいしたもので、パパ・

ブッシュ（ブッシュ氏の父）の1988年の選

挙以来16年ぶりです。人気のあったクリン

トン大統領ですら、1992年の初当選時は43

％しか獲得していません。なぜこんなに少

なかったかといいますと、1992年はクリン
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トン、パパ・ブッシュ、それからペローと

いうテキサス州の大富豪が名乗りを挙げま

した。ペロー氏はどちらかと言えば保守系

で、本来パパ・ブッシュに入る票を食って

しまいました。ペロー氏の票とパパ・ブッ

シュの取った票を足すと46～47％で、クリ

ントンは負けていたわけです。クリントン

大統領が再選された1996年の選挙でも49％

しか取っていない。国民が二つに割れて

「半分はブッシュに反対だ」との見方があり

ますが、必ずしも全体を言い当てているわ

けではなく、やはり51％という過半数を取っ

たことは大きいのです。これが自信につな

がっている。

ブッシュ氏の性格ですが、一言でいいま

すと「信念型の政治家」プラス宗教的なも

のが入って「ボーン・アゲイン」と言われ

ています。エール大学と、ハーバードのビ

ジネス大学院を卒業し、資格の上では史上

初めて経営学修士号ＭＢＡを持った大統領

です。ジョークにありましたように外見は

偉そうには見えないのですが…。その後、

下院議員に出馬して落選し、ビジネス界で

も失敗してしまう。30代半ば頃はそうとう

酒びたりの荒れた生活を送っていたようで

す。お父さんが大統領だし、金持ちのボン

ボンとしか見られなかったということもあ

るかと思います。39歳の時に福音派（エバ

ンジェリスト）というアメリカ・プロテス

タントの大きな流れがありますが、そのカ

リスマ伝道師と言われるビリー・グラハム

師に逢って信仰に目覚める。これから「心

を入れ替えてアメリカのため、世界のため

に働こう」と一大決心して酒も断ち、それ

以降、一滴もアルコールを口にしない生活

を送っています。これが宗教保守とも繋がっ

ていくのだろうと思います。福音派という

のは、来世を待たずに現実世界で神の理想

を実現しようという考えが強く、そういう

意味では積極的に行動する派です。同じキ

リスト教でも教会でひっそりと祈り、来世

を期待して何も言わないというのでなく、

今の世界を行動で変えていくという哲学が

どこかにあるわけです。

サッチャー、レーガンとの共通点

だからと言って、必ずしもイラク戦争の

ように単独行動に移すというわけではあり

ませんが、世の中を変えていこうという志

向は強い。ちなみにブッシュさん本人はロー

ラ夫人と同じように合同メソディスト教団

（ＵＭＣ）のメンバーです。ＵＭＣというの

は全米最大のプロテスタント組織ですが、

メソディスト派と福音派は共通点がありま

す。 メソディストというのはメソッド

（method）からきています。やり方とか法則

とか、聖書にある神の教えを指す。神の教

えに沿って「理想の生き方をこの世の中で

実践していこう」という考えが基本にあり

ます。保守のイデオロギーの中でも、現実

主義やリアリストとはちょっと違います。

アメリカの自由、民主主義、人権といった

価値を聖書と結びつけるような形で、でき

るだけ実践していこうという行動派の哲学

（イデオロギー）に向かっていくのだろうと

思います。

メソディストと言えば、サッチャー首相

もそうでした。私が最初に特派員を務めた

ロンドンの5年間（1982～87年）は、サッチャー
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ついて「三位一体」構造になっている。

宗教保守の中核部分は全米で2,000万人と

も4,000万人とも言われます。2000年選挙で

は、「ブッシュが酒酔い運転をした過去を隠

している」とのスキャンダルが流されて、

宗教保守の一部が「なんだ、それならブッ

シュに入れてやらない」と投票をやめたた

め、400万人が投票しなかったと言われまし

た。ブッシュの懐刀と言われるカール・ロー

ブ（ホワイトハウス上級政治顧問）は、テ

キサス州知事時代からブッシュ大統領に寄

り添ってきた類まれな選挙参謀と言われて

いますが、この400万票を取り戻さなければ

いけないということで、宗教保守層の大変

な掘り起こしをやったそうです。偶然かど

うか分かりませんが、蓋を開けてみるとケ

リー氏との一般投票差が360万票だった。こ

の辺の読みがピタリと当たったのだとすれ

ば、凄いことだと感じます。

思い やり の保 守主 義

そもそもこの三位一体構造は、アフガン

とかイラク戦争で外にガンガン出ていくと

いうことでは必ずしもありませんでした。

2000年のブッシュ候補の公約は「慎みある

外交」で、むしろ内向きの外交を掲げてい

ました。国内的には「思いやりの保守主義」

だった。これは民主党リベラルが「共和党

は金持ち優遇だからダメ」と批判するのに

対して「そうではない。きちんと思いやり

を持って我々は民主主義を進める」という

二本立ての公約を立てていた。

当時の発言を見ますと、今のイラクで国

連やアメリカがやっているネーション・ビ

ルディング（国家再建活動＝破綻国家に国

際社会が手を貸して国家を再建させる）な

どということは「一切やらない」と公約し

ていた。「慎みある外交」で、「他国にあれ

をやれ、これをやれと命じたりしない。世

界の帝王になる気など毛頭ない」とも言っ

ていた。基本的方向として、あまり世界に

関わらない。国連などの国際機関も重視せ

ず、基本的に同盟国、友好国だけで内向き

に固まっていく。アメリカの繁栄と安全が

担保されれば、あとは世界に余計な手出し

はしないという、内向きの性格でスタート

した政権だったわけです。それが幸か不幸

か、同時多発テロが起きて「アメリカが手

を出さなくとも敵は外からやって来る」と

の考え方に変わっために、外にどんどん出

て行って、しかも単独で戦争をやってしま

うという、国際社会にとって迷惑な部分も

多い行動に変わってしまいました。

国内的にみますと、「思いやりの保守」と

いうのは、建国当初のピューリタン（清教

徒）の考え方を彷彿とさせます。今回も

「オーナーシップ社会の創設」というキャッ

チフレーズを唱えています。「国民ひとり一

人が自立して富を築く。自分で稼いだもの

は自分で使う。大きな政府はいらない。税

金もどんどん減らす」が基本にある。努力

すれば成功し、成功すればどんどん金持ち

になる。一方で、中には失敗して破産する

人も出てきます。実際、ブッシュ氏自身が

若い時に事業に失敗してどうしようもない

状況になりました。そういう時、共和党保

守は、不幸で運の悪い人たちに「信仰を基

盤とするイニシアティブ」を掲げています。

宗教保守の中心にある考え方ですが、教会
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とか宗教系ボランティア、 NGO （Non‐

Governmental Organization）などの組織を

通じて困っている人や貧しい人を手助けし、

自立させていく。それが民主党と大きく違

うところです。

「水曜会」 と 「木曜会」

つまり「政府は介入しない。困っている

人にはボランティアや慈善や宗教ボランティ

アで対応する」というのが共和党で、これ

に対して民主党は「競争をやりすぎると失

敗者が出る。それを国家権力で規制する。

弱者は国家が法律を作って救済する」と主

張する。例えば少数民族保護（アファーマ

ティブ・アクション）とか、政府が規則を

作って問題を和らげる。どちらも連邦政府

がやることですから、結果的に政府はどん

どん大きくなってしまう。これが共和党と

民主党の考え方が大きく分かれるところで、

共和党の考え方がいいと思う人々が政権を

支える構造になっているわけです。

もう少し具体的に言いますと、1994年に

共和党が議会の主導権を握って以降、木曜

会と水曜会という二つの会合が専門家に注

目されてきた。共和党支配を支える裏の組

織というか、ブレーン組織といいますか、

民意を吸い上げるネットワークになってい

る。例えば木曜会に参加しているのは、全

米税制改革協議会（減税を掲げる団体）で、

「大きな政府はいらない。税金をできるだけ

少なくして独り立ちする」との考え方に立っ

ている。これにかなりの数の中小企業経営

者や自立農民などが結集している。他にも

全米自営業者連合、全国卸流通業者協会、

全国レストラン協会、建設請負者連合、全

国小売連合などの中小企業の代表者らが毎

週集まって「政府や議会はこういう法律を

作ってほしい、こういう政治をしてほしい」

と具体的な政策提案が出てくる。これを議

会で吸い上げ、ホワイトハウスに伝え、そ

ういう政治をやっていく。このようなグラ

スルーツ組織が全米各地に広範にできてい

ます。これが先に申し上げた共和党革命以

来10年間のアメリカ内政で起きている現象

なのです。

1970～1980年代の「グラスルーツ」と言

うと、反戦運動や反核運動など草の根民主

団体が考えられてきたのですが、今のアメ

リカで「グラスルーツ」というとこういう

保守系組織がほとんど全米を席巻していま

す。この事実に気がついたのは、ヒラリー・

クリントン夫人だった。ヒラリー夫人は

2008年に民主党から大統領選を狙っている

ようですが、この10年間にこういう組織が

全米に根を張っていることを発見して真っ

青になりました。今回の選挙でも、対抗し

て民主党のグラスルーツを作ろうとしたの

ですが、これがはかばかしくない。なぜか

と言うと、三位一体が密接に結びついてい

る。地方都市や農村部に行くとよく分かる

のですが、大都市のような娯楽施設がない

ので、日曜日にはみんな教会へ集まります。

メガチャーチと呼ばれる数千人の信者がバッ

と集まるような大教会もあちこちにある。

そういうところへ行くと「今週どうだった？」

という話から始まって、商売の話も出ます。

中小企業主たちが意見を交換し、ビジネス

の話も出る。教会中心のネットワークで保

守が根を張り、堅固な集票組織にもなって
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いるというのが実情です。

反訴訟社会と「文化の戦争」

保守が伸びる中で言われてきたことです

が、訴訟社会を見直す動きもあります。ケ

リー氏と組んだエドワーズ副大統領候補が

共和党の攻撃ターゲットにされましたが、

大企業や大病院などの欠陥商品や医療過誤

を突いて集団訴訟を仕掛けて高額な賠償金

を勝ち取る。その4割～５割を弁護団が手に

するという形で訴訟社会が進んでしまった。

でも大企業はそれほど困らない。ファース

トフード店で熱いコーヒーでやけどして賠

償金を取られた例もありましたが、大企業

は訴訟保険などで何とか生き残れる。集団

訴訟で潰されてしまうのは、だいたい中小

企業です。製品にちょっと欠陥があっただ

けで、何十年と積み上げた成果が弁護団に

全部持っていかれてしまう。弁護士が悪い

ということではありませんが、そういう訴

訟がどんどんエスカレートして「次は俺の

企業がやられるのではないか」と心配する

中小企業は結構多いのです。こういう人た

ちに対して共和党は損害賠償額に上限をは

めたり、定額以上の賠償を認めない法律を

作ろうとしている。これも中小企業経営者

や自営農民らの利害を反映する政策課題で

す。

これに対して民主党は対応策を打ち出せ

ない。何をどうやっていいか分からず、グ

ラスルーツもできない。訴訟社会をどうみ

るかというのは、単に政治の戦いだけでな

く、いわゆる「文化の戦争」のようなカル

チャーの要素もある。一生懸命働き、一生

懸命稼いで豊かになるという保守的な考え
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方に対して、「いや裁判は正当な手段で、勝っ

たら賠償金を貰うのは当たり前」という考

え方が対立している。これが同姓婚を認め

るのか、ゲイを認めるのか、といった価値

観に関する問題までだんだん広がって、文

化の戦争という側面もある。「ボルボを運転

してヨガを楽しむのが民主党党員で、リン

カーンやＢＭＷを運転してガンを持ってい

るのは共和党員だ」などという言い方もあ

ります。

ブッシュ外交の方向性

内政構造がそうなっていることを踏まえ

た上で、ではブッシュ政権二期目はどんな

外交をするのか、同盟国日本はアメリカに

どう向き合うのか。「ブッシュ外交の方向」

については、先ほど申し上げましたように

穏健化するよりは、これまでの方向を進む

可能性が強い。その場合に予想されるもの

として「外交安保政策の5つのアジェンダ」

を挙げました。

第一が対テロ戦争です。アフガン、それ

からイラクを含めて、当面はイラクの安定

化とできるだけ早く恒久政権を作ってアメ

リカは兵を引きたいというのが第一に挙げ

られます。

二番目は核不拡散です。これはイランと

北朝鮮の問題が当面の焦点になると思いま

す。現状では、軍事上、アメリカはイラク

で手一杯ですから、イランや北朝鮮に新た

な軍事作戦を仕掛けるような余裕はほとん

どないと思います。イランについては英、

独、仏の欧州側がウィーンの国際原子力機

関（IAEA）で交渉を続けていますのでこれ

を見守る。北朝鮮についても、六カ国協議

を進める中で解決していくということです。

解決のメドはなかなか立たないけれども、

ブッシュ政権としてはこの問題で当面は国

際協調路線を歩まざるをえません。本心で

は何かやりたいかも知りませんが、国際協

調を歩むと言っていいと思います。

三つ目は、同盟関係と米軍の再編。これ

はグローバルな同盟関係を再編する中で米

軍配備も変えていくということなので、日

本に関しては第一軍団司令部が日本に持っ

てくるとか来ないとか今やっていますけれ

ども、世界的に兵士の数や部隊の数を動か

すことだけでみると見誤る。基本的考え方

として、欧州では NATO（北大西洋条約機構）、

アジアでは日米同盟、米韓同盟があります

けれども、こういう同盟関係のあり方その

ものを見直す。例えば NATO に関しては、冷

戦時代までは欧州域内だけで活動してきた

のをイラクや中東にも目を向けて活動して

ほしい。アジアの日米、米韓同盟も同じで

す。米国は北朝鮮の脅威を対象に2個師団を

韓国に張りつけにしてきたのですが、これ

を少し緩やかにして、いわゆる『不安定の

弧』と言われる東アジアから南西アジアま

たは湾岸に至る地域で何かあった際に備え

られるようにしようとか、軍だけでなくて

同盟関係そのものを変えていく考え方が根

底にあります。そこをセットに考えないと、

対応を誤るのではないかという感じがいた

します。

四番目は『世界経済の成長と拡大』です。

世界経済の成長と拡大はどの政権でも言う

ことなので当たり前だと思われがちですが、

ブッシュ政権から見ますとこれには思想的、
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イデオロギー的な色がついております。世

界経済の成長・拡大という中身は、人口が

12億人～13億人という中国やインドといっ

た大国を取り込み、将来的には中東も民主

化して世界経済の中に取り込んでいく。経

済の安定は、中東を民主化する上でも欠か

せない条件です。アメリカの価値を広げ、

共和党保守の人権、民主主義を広げていく

イデオロギーとセットになった考え方であ

る点も見落とせない。

五番目が民主主義の拡大。ここでは国連

などの国際機関も有効であれば活用するけ

れども、使えないならばイラク戦争やアフ

ガンのように有志連合、あるいは同盟を中

心に考えていくことが、ニ期目のアジェン

ダとしておそらく出てくるだろうと思いま

す。大統領に二期目の先はありませんから、

これが最後です。しかも二期目の4年のうち

で2年を過ぎますと、自然にレイムダック化

（任期満了を前に権限が衰退する現象）して

いく。しかも、次は誰になるか分からない。

チェイニー副大統領は「自分はブッシュ政

権の後を継ぐ気はない」と言っていますか

ら、共和党は今のところ2008年の大統領選

候補は空白です。従って後半の2年間はどう

してもレイムダック化していく。だから最

初の2年間に五つのアジェンダも含めて、か

なり思い切った方法で進めてくると思いま

す。残る2年はそれが成功するか、しないか

で、惰性で流れていってしまうのではない

かと予想することも可能です。

ブ レ ー キ の 要 因

ではこれらのアジェンダをどれだけ進め

ることができるかということですが、ブレー

キになる要因もいろいろあります。第一は

双子の赤字です。 2004年度の財政赤字が

4,125億ドルで、経常赤字では5,000億ドル

台になっている。しかも今後10年間の財政

赤字は2兆3,000億ドルとも言われています。

イラク戦争ひとつとってみても、累積の戦

費が2,000億ドル近くになるという数字もあ

る。やりたい政策を実現するにはそれだけ

お金もかかりますから、突き進むわけには

いきません。当然どこかで、国内では議会

民主党と協力を求めなければいけないし、

イラクにしても北朝鮮にしても、イランの

核問題にしても、単独行動ではなくて国連

や国際社会の協調を必要とするように必ず

なるはずです。突き進むだけではなくて、

やはりどこかで協調せざるを得ないだろう

という根拠になるわけです。

イラクではざっと13万5千人の米兵が入っ

ていますが、アメリカの専門家によります

と、その約4割が予備役または州兵です。州

兵と予備役とは似たようなもので、言って

みれば正規兵でない兵隊を4割も使っている。

予備役や州兵は、例えばファルージャの戦

闘の一線に投入されるわけではありません。

病院に勤めていた医師が予備役召集される

と医務官としてけが人の治療に当たったり、

会計事務所に勤めていた人が兵站物資の計

算をやるとか、そういう形で、必ずしも第

一線に出てドンパチやるわけではありませ

ん。しかし、大統領選前後に専門家の間で

報告されていたのは、こうした予備役や州

兵たちが任務を終えてアメリカに戻ると再

登録に応じないケースが随分増えているそ

うです。「もうわしはコリゴリだ。あんなと
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ころに二度と行きたくない」と。行けば行っ

たできちんと報酬は貰えますが、イラク復

興がうまくいかない状況で、再赴任を拒否

する人たちが出てきています。従って、イ

ラクについても何年もアメリカが駐留して

血を流し続けるわけにはいかない。これも

イラクを早く正常化するよう、ブッシュ政

権にブレーキとして作用すると思います。

対外 イメ ージ の修 復

もうひとつは対外イメージがイラク戦争

を通じて極端に下がって、世界どこへ行っ

ても「アメリカはひどい」と言われるよう

になってしまいました。中には誤解もある

と思いますが、現実にそういうイメージを

持たれては中東を民主化すると言っても、

もう「民主化」という言葉自体がネガティ

ブなイメージを持ってしまっている。これ

はアメリカだけでなくて私たちにとっても

由々しき問題でありまして、この辺をどう

改善するかということを考えると、やはり

単純に突き進むわけにはいかないでしょう。

最後に日米関係です。ブッシュ政権の2期

目がどうなるかということを考えますと、

その前に2000年秋にアーミテージさんらが

中心になって発表したナイ・アーミテージ

報告というのがございます。

これに関して言いますと、「Plan―in」と

いう考え方が新しく入ってきた。これまで

「同盟」と言っても基本的にはアメリカが全

部決めて日本へ伝え、日本はそれに唯々諾々

と応じて費用を分担する関係でやってきた。

アーミテージ報告をきっかけに、「そんなこ

とでは同盟相手としてこれからやっていけ

ないだろう」と。アメリカが言うがままに

日本が分担するということでなくて、これ

からは「力の分担」、「力の共有」という新

しい関係です。力と言うとすぐ軍事力と結

びつけて物騒なことと受け取る方もいると

思いますが、そうではなくこの報告が念頭

に置いているのは、例えばイギリスのよう

にアメリカの対外政策を決める場合、政策

立案段階から日本と対等に話合って、意見

を出してもらう。それを組み入れて一緒に

決めていこうというのが力の分担、力の共

有、いわゆる「パワーシェアリング」とい

う考え方です。

ところがパウエル国務長官が事実上解任

された形になり、アーミテージも「入るも

一緒、出るも一緒」ということで辞任を表

明してしまいました。今の国務省には、アー

ミテージを中心に知日派というグループが

ありました。これが一斉に辞めてしまうと、

日本にとってはけっこう心細いことになる

と思うのです。アメリカの人口は2億8千万

人ですが、よく言われるのは「知日派はせ

いぜい100人ぐらい」と。これは冗談ですの

で、必ずしも100人きっかりではありません

が、アメリカから見て日本の位置づけとい

うのは、普通の人からみればけして大きい

ものではない。

知 日 派 の 存 在 意 義

アフガンに対テロ特措法で貢献し、イン

ド洋に海上自衛隊がガソリンスタンドで船

を出した。その時、国防総省が貢献国リス

トを作った際に初めは日本が漏れていた。

そんなことが2年ほど前にありました。アメ
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リカから見ると日本の印象はまだまだ小さ

いのです。そのままで日本はいいのかとい

う考え方もあります。やはり日本が国連安

保理常任理事国入りを目指して頑張ってい

くのであれば、アメリカに対してもきちん

とものを言わなければいけないし、日本の

存在感をきちんと打ち出していかないとい

けないと思うのです。

アメリカの知日派を考えてみますと、大

雑把に二種類ありまして、民主党系の知日

派はどちらかというと理論派や学者肌の人

が多いです。1995年に安保再定義を行った

ジョセフ・ナイで、今はハーバード大学の

先生をされている。ナイさんの下で国防副

次官補を努めた人はキャンベルさんです。

民間にはマイク・モチズキという方々がい

ます。それに対して共和党系の知日派は、

けっこう軍人上がりが多い。かつて日本に

駐留して自衛隊と同じ釜の飯を食ったとい

うような人が多く、アーミテージがそうで

すし、ジム・アワーというバンダビルト大

学教授もそうです。この人たちは自衛官を

通してではありますが、日本人がだいたい

どんなことを考え、どんな行動を取るかと

いうことをけっこう肌で知っている。こう

いう人たちの方が、割合と日本人の感覚が

分かるという感じがします。民主党系の知

識人系は、理論で割り切っていますので、

日本が協力してくれればどんどんやります

が、危なくなればパッと切ってしまうとこ

ろが無きにしもあらずです。

クリントン政権時代には、国務省がほと

んど中国を向いてしまい、知日派は国防総

省に固まっていた。今のブッシュ政権と正

反対の構造だったわけです。国防総省のナ

イ、キャンベルといった人々が日米関係を

大事にしてくれた。ブッシュ政権では、逆

に国防総省にはほとんど知日派がいなくな

りました。日本を知っている人はアーミテー

ジ以下、国務省側から日本との関係をマネー

15

ブッシュ再選と今後の日米関係



ジしようとしてきました。その間に立って

ホワイトハウスの国家安全保障会議（NSC）

にマイケル・グリーンという人もいます。

パウエルに代わってライスさんが初の女性

黒人国務長官に指名されましたが、グリー

ン氏はライス氏と共に国務省に行く可能性

もあるかもしれません。米軍再編を担当す

るのは主として国防総省ですから、国防総

省に知日派がいないというのは心配な気も

します。そこは国務省からきちっと政治的

コントロールをやってもらわないと困る。

こういったことも、ライス国務長官体制が

落ち着いたら、日本はしっかりと言ってい

かなければいけないだろうと思います。

日米 同盟 と国 際協 調

時間も迫って参りましたので、締めくく

りたいと思います。では、日本とアメリカ

はどう付き合っていくのかということが、

皆さんも一番関心のある問題だと思います。

それはイラク戦争を中心に国際社会が割れ

てしまったことにあると思います。日本は

小泉政権の下で自衛隊をサマワに派遣して

協力していますが、外務省と首相官邸の基

本的スタンスというのは、あくまで国連決

議1546によって協力をしているということ

です。もちろんその根底には日米同盟、日

米安保条約というのがあるわけですが、日

米安保だけで自衛隊を世界のあちこちに出

していくというのでは歯止めがなくなって

危ない。従って多国籍軍を出すことが決まっ

た国連決議1546でも、それ以前の段階でも、

日本政府は水面下でブッシュ政権に対して

「国連決議がなければ協力できない。きちん

と国連決議を取ってくれ」と、言ってきて

いるのです。そのあたりを小泉さんがあま

り国民に説明しないので誤解を生じている

部分もあると思います。日本にとってどう

いう生き方が良いかと言うと、私個人とし

ては日米同盟なのか、国連を中心とした国

際協調なのかという「二者択一」ではなく

て、「両方を選ばないといけない」のではな

いかと思います。国連外交と日米同盟を両

立させる。これがいわば「小泉ドクトリン」

みたいなもので、どちらかを選ばなければ

いけないという問題ではなく両立しなけれ

ばいけないと。両立する中で、ブッシュ政

権についてもおかしな方向へ行きそうになっ

たら、きちんと袖を引っ張って正しい方向

へ向かってもらう。どこまで言うことを聞

いてくれるのかは別としても、そういう努

力を惜しむべきではないのではというふう

に考えます。

となると、アーミテージさん以下が辞め

てしまったり、国務省の知日派が手薄にな

る場合には、やはり比重が重くなるのは小

泉首相自身の首脳外交で、「小泉・ブッシュ

関係」です。なんとなく一緒に「やぁやぁ」

とお茶らけているのではなく、やはり首相

自身が日本の生き方、アメリカの生き方に

関連して国連がどういう方向に行くのか。

国連改革をどういう方向へ動かすかをきち

んと考えて国民にしっかりと説明しながら、

首脳自身が日米関係を正しい方向へマネー

ジしていくことがとても重要になると思い

ます。それだけ小泉さんの責任がブッシュ

政権2期目で重くなるのだろうというのが私

の結論です。どうもありがとうございまし

た。（拍手）
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―質疑応答

■永井 獏氏（琉球大学工学部教授）

今日はとても貴重なお話ありがとうござ

いました。今日の話がジョークで始まった

のがだいぶ印象的でした。アメリカの選挙

結果の裏話も聞けるのかと思って来たので

すが、あの選挙は謀略にまみれているので

はないかという説があります。私どもは、

ジョークと隣り合わせで謀略の話を聞かさ

れるものですから、なかなか分かりません。

いったいあの選挙はどれぐらいきちんと公

正、公平に行われたのだろうか。あの結果

を受け入れていないグループもアメリカは

じめ日本や世界的に存在すると理解してい

ます。

そこでぜひ教えてほしいのですが、そう

いう謀略話のひとつとして、2001年の9.11

そのものがかなり謀略的なところがあるの

ではないかと言われています。私も最近、

ここ一ヵ月以内に聞かされ、ビデオも見せ

られて頭を抱えております。最たるものが、

おそらく高畑さんもご存知かと思いますが、

9.11でペンタゴンに突っ込んで爆発炎上し

たはずのボーイングの機体残骸が見当たら

ないということです。『ボーイングを探せ』

というタイトルで、関係者の中では話題に

なっていますが、これは何だろう、やはり

ジョークかなと。もし謀略みたいなものが

あるとすれば、大変恐ろしい世界に住んで

いると思ってしまいますので、何かご存知

でしたら教えてください。

■回答 高畑 昭男氏

ありがとうございます。謀略といわれて

も選挙に関しての謀略は、私の知る限りで

はあまりないと思います。それだけ激しかっ

たということと、エグジットポール（Exit

poll 出口調査）があり、これが開票当日の

午後から少しずつ漏れてきて、その時は民

主党がけっこう優勢でした。ケリー陣営は、

一時期これはもう勝ったと喜びかけました

が、後で実際の開票結果が入ってきたらそ

うでもなかった。このことから、例えば謀

略説のひとつとして、出口調査の結果とい

うのは開票が始まるまでは流してはいけな

いというルールになっていたのに誰かが流

してしまったこと。しかも、初めの頃の出

口調査の結果というのが、これも不思議な

ことに女性票が多かったそうです。女性票

全体でみますと、やはり民主党系の方が若

干多かった。個別にみますと、例えば白人

既婚女性ではむしろ逆転して、いわゆるセ

キュリティーママ現象というか、ブッシュ

支持が多かったという、後で細かくみれば

分かりますが小さな謀略はあったという説

はありますけれども、選挙そのもので謀略

があったとは私は聞いておりません。アメ

リカ人は謀略説が好きですから、ケネディ

暗殺についても何についてもいっぱいあり

ます。どれが本当かどうかも分からないし、

謀略を楽しむようなところがありますので、

どれが正しくてどれがインチキなのか分か

りにくいところは確かにあると思います。

9.11に関しても、ユダヤ人は事前に知っ

ていたから、世界貿易センターにユダヤ人

は当日ほとんど出勤していなくてユダヤ人

だけ助かったという説が当時流れました。

これもそうではないと私は思います。謀略
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が実際にあっても、後で必ずバレますから、

バレた時のことを考えると、とてもそんな

リスクは負えないと思います。

私はおっしゃったビデオを観ていないの

で分かりませんが、ペンタゴンに突入した

飛行機については、別の謀略説でアメリカ

空軍が撃墜したという説もあります。当時

の状況から見ると、飛行機が突っ込んだの

は間違いないと私は思っております。機体

が見つからないというようなことになると

分からないのですが、もしも事前に気がつ

いて撃墜していたとすれば、いまだにそう

いう発表はされておりませんので、きちん

と調べた上で発表されなければならないこ

とだと思います。申し訳ありませんが、そ

のぐらいしか私には申し上げられません。

■渡口潔氏（沖縄総合事務局）

今日は大変面白い話をありがとうござい

ました。最後の日米関係のところをもう少

し詳しくお聞きできればと思いました。

ひとつお聞きしたいのは、知日派という

ことについてマイケル・グリーンさんなど

のお話がありましたが、よくマスコミで親

日派だとか知日派だということで、いろい

ろな人の名前が出てきますが、その動向に

よってアメリカの日本に対する政策のよう

なものが左右されるという話がありますが、

そういった関係なのかどうか。アメリカの

政権の中でも、例えば知独派、知仏派、知

インド派といろいろあるのでしょう。外務

省の中に日本部というのがあって、そこの

担当は当然日本の政策をきちっとやるとい

う役柄のはずで、政権内に影響力のある知

日派がいるといないとで、日本に対する政

策がそんなに変わるものなのかどうか教え
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てください。普通の役人の感覚で言えば、

あまりそういうことはないような気もする

のですが、そこはアメリカの政権というの

は違うものなのでしょうか。

■高畑 昭男氏

ありがとうございます。大変良いご質問

をいただいたと思います。結論から申し上

げますと、やはり随分違うと思います。ひ

とつの理由はアメリカはポリティカル・ア

ポインティー・システム（政治任命制度）

をとっていますので、国務省にも国防総省

にも日本担当部局はあることはありますが、

その上に立って政策をどう持っていくか、

あるいはこういう政策を出すか出さないか

といった政策判断になると、政治任命され

た人々がかなり大きな発言権を持つことに

なります。そこが日本のように官僚政治が

きちっとしているところと大きな違いです。

アーミテージさんの例が出ましたけれど

も、彼は国務副長官（国務省ナンバー2）で、

パウエルとアーミテージは非常に仲が良い。

本人に確かめたわけではないのですが「日

本関係は全部あなたに任せる」と、パウエ

ル長官がアーミテージさんに頼んでいたそ

うです。アフガンからイラクに繋がる自衛

隊の支援についても、だいたいアーミテー

ジさんが中心になって「ショー・ザ・フラッ

グ」とか「ブーツ・オン・ザ・グランド」

と言ってみたが、それは官僚機構型のルー

トでは出てこない。思い切った離れ業と言

いますか、政治的考えに立って動かさなけ

ればそういうのは出てこないと思います。

それが日本にとっては大きな政治的圧力と

いう形で、小泉政権と結びついて自衛隊派

遣が実現することになったと思います。アー

ミテージまたはそれ以外の知日派でも、そ

ういう人がいなければこういう動きにはな

らなかっただろうと私は思います。

マイケル・グリーン氏は、かつて自民党

議員の秘書を務めたこともあり、日本語は

ベラベラで日本をよく知っている。NSC (国

家安全保障会議)には地域ごとに南西アジア

やアフリカ、アジア、中東、ヨーロッパな

どそれぞれに上級部長がいて、その下に部

長クラスがいる。ホワイトハウスの中で地

域政策を練っていくわけです。アジア上級

部長に、ほぼ誰が見ても知日派とされる人

物が就任したことは、そうそうありません。

知日派は中国ともいろいろ話をしますが、

中国は日米を分断させたいものですから

「これからのアジアの地図を我々（中国）と

アメリカで作っていこう」と言うそうです。

そういう時に知日派が「それは違う。アジ

アの秩序、特に第二次大戦後の平和と民主

主義の秩序は日本とアメリカが中心になっ

て作ってきた。中国がその中に入りたいの

なら、まず民主主義をきちっと守るところ

から入らないとだめですよ」と話をするそ

うです。

やはり日米関係の重要性を分かっている

人が政権内のしかるべきポジションにいる

かいないかで、随分違うと思います。アメ

リカの人種構成から言ってもヨーロッパ、

フランス、ドイツなどに関心を持つ人が圧

倒的に多いわけですから、私は冗談まじり

に「100人」と言いましたが、少ない知日派

の存在は日本から見ますと結構重要なのだ

と思います。 ■
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ブッシュ米大統領は１月20日、２期目の
就任式に臨む。今だから正直に言うが、民
主党候補のケリー上院議員がどうしても好
きになれかった。理由はエリート臭さと、
ぎらついた上昇欲である。
ケリー氏の父はキャリア外交官、母は大

財閥フォーブス家の娘の出身。東北部の典
型的な富裕な家庭に生まれ、プレップスクー
ルと呼ばれるお金持ちが集まる私立進学校
で学び、名門エール大を卒業した。
ケネディー大統領に憧れ、志願して海軍

に。ベトナム戦争従軍したものの、心は一
刻も早く米国に帰ることにあった。かすり
傷程度の三回のケガでそれぞれ勲章を申請
し、三回の受章者は帰還できる制度を利用
して、１年足らずで戦場を離れた。
ケリー氏にとって、ベトナムはその後の

履歴書に箔をつけるものだったように見え
る。その後の選挙では、必ず、「ベトナムの
ヒーロー」を売り物にした。しかし、大統
領選では、「戦友」たちに実態を暴露されて、
苦境に陥ったのは周知の通りだ。ケリー氏
という人物には、大統領になって何をする
のかという志が欠けていたように思える。
さて、気が早いが、次回2008年の大統領選

である。米国メディアは早くも民主党のヒ
ラリー･クリントン上院議員に注目している。
このクリントンさん、夫が大統領時代は、

国民健康制度の公有化を目指すなど、米政
治家の中ではリベラル―それも少し左寄り―
と見られていた（ちなみに、米国には国民
保険のような制度はなく、貧困層は保険が
ない人も多い）。

ところが、最近になって、「国境での入国
管理を厳しくしましょう」「テロ対策のため
に全国民に身分証明書を発行したら」……
と保守的政策を次々に打ち出し、テレビで
宣伝している。特に移民関係の分野では、
ヒスパニック系に甘いブッシュ大統領より、
保守に傾いている。これもすべて、４年後
をにらみ、リベラルのレッテルをはがそう
という戦略だと解説されている。
ただ、クリントンさんの出馬にはいくつ

かの難関があって、一つは今後のスケジュー
ルだ。彼女は2006年11月に上院議員の再選
選挙があるが、その直後に08年の大統領選
に向けた指名争いが始まる。当選したと思っ
たらすぐに出馬表明をしなければならず、
これではあまりに有権者に不誠実だ。この
ため、上院選は出馬しないという決断を下
すのではとも考えられている。
もう一つの難関は、ヒラリー嫌いの米国

民が多いことだ。ある世論調査によると、
国民の40％はクリントンさんを「好きでは
ない」と答えているのだという。「嫌い」の
最大の理由は、彼女のエリート臭さとぎら
ついた上昇欲であって、この点はケリー氏
と大変よく似ている。ただ、私の印象では、
ケリー氏よりは「女性の政治進出」といっ
た明確な志があるように見えて、この辺は
少し違う。
いずれにしても、仮にヒラリー出馬とな

れば、米国民は、彼女に対する評価をめぐ
り、有権者が今回の大統領選よりさらに割
れるのは確実だ。米国の分裂はより深刻な
ものになるように思う。
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第142回 琉球フォーラム 講師紹介

◆ 日 時 ２００５年１月７日（金）１１：３０～１４：００

◆ 場 所 沖縄ハーバービューホテル

◆ 講 師 田原総一朗氏（ジャーナリスト）

◆ 演 題 「２００５年、時代を読む」

田原総一朗（たはら・そういちろう） １９３４（昭和９）年、

滋賀県彦根市生まれ。早稲田大学文学部卒業。岩波映画社、テレ

ビ東京を経て７７年からフリーに。現在は、政治、経済、メディ

ア、コンピューターなど、時代の最先端の問題をとらえ、活字と

放送の両メディアにわたり、精力的な評論活動を続けている。テ

レビ朝日系列で８７年より「朝まで生テレビ」、８９年より「サン

デー・プロジェクト」に出演。著書に「原子力戦争」「日本の官僚」

「日本の戦争－なぜ、戦いに踏み切ったか？」「日本の戦後－私た

ちは間違っていたか」「連合赤軍とオウム－わが内なるアルカイダ」

など。

第１４３回琉球フォーラム（２月例会）案内

◆日 時 ２００５年２月１０日（木）１２：００－１４：００

◆場 所 沖縄ハーバービューホテル

◆講 師 塩川正十郎氏（前財務大臣）

◆演 題 「日本政治のゆくえ」（仮題）
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１９９３年 細川連立政権発足し上原康助長官誕生 コメ大量輸入
パレスチナ暫定自治宣言 全県でウリミバエ根絶達成

◇ 4・14 ユネスコ事務総長特別顧問 磯村尚徳 「新世界秩序の中の日本」
◇ 5・12 東京海上研究所理事長 下河辺淳 「２１世紀は地方の時代」
◇ 6・18 野村総合研究所理事長 鈴木淑夫 「日本経済の景気はいつ回復するか」
◇ 7・14 前駐中国大使 橋本 恕 「中国の現状と今後の日中関係」
◇ 8・11 政治評論家 三宅久之 「今だから話せる政界再編のウラ話」
◇ 9・ 8 長崎オランダ村専務取締役 高田征知 「オランダ村そしてハウステンボス」
◇10・13 住宅金融公庫総裁 高橋 進 「住宅をめぐる現状と課題」
◇11・10 中東調査会理事長 三宅和助 「イスラエルとＰＬＯの歴史的合意と今後の中東」
◇12・ 8 東京芸術大学長･日本画家 平山郁夫 「私と芸術とシルクロード」

１９９４年 自･社･さで村山政権が発足 北朝鮮の金日成首席が死去
知事選で大田氏が再選 大江健三郎氏にノーベル文学賞

◇ 1・13 毎日新聞編集局顧問･政治評論家 岩見隆夫 「激動の政局を読む」
◇ 2・ 9 矢野経済研究所代表取締役副社長 矢野 弾 「日本の経済の現状と課題」
◇ 3・12 沖縄開発庁長官 上原康助 「激動する国政に携わって～沖縄からの視点」
◇ 4・13 外務省前北米局長 佐藤行雄 「今後の新しい日米関係」
◇ 5・11 毎日新聞論説委員長 清水幹夫 「最近の政治情勢」
◇ 6・ 8 三和総合研究所理事長･経済評論家 原田和明 「最近の経済動向」
◇ 7・11 国際流通グループヤオハン代表 和田一夫 「ヤオハングループの挑戦」
◇ 8・ 3 上海国際問題研究所日本研究室室長 呉 寄南 「最近の中国経済事情」
◇ 9・ 7 東京工業大学教授 渡辺利夫 「東アジアの発展動態をどう捉えるか」
◇10・12 ＫＤＤ総合研究所取締役調査部長 伊藤英一 「マルチメディアの現状と将来」
◇11・ 9 新王子製紙㈱代表取締役名誉会長 河毛二郎 「経営者 今昔」
◇12・14 サイマル会長 村松増美 「異文化との付き合い方～沖縄に始まる私の世界」

１９９５年 阪神大震災で死者５５００人余 米兵が少女暴行事件
平和の礎が完成 ラビン首相暗殺 地下鉄サリン事件

◇ 1・11 臨済宗東福寺管長･東福寺専門道場師家 福島慶道 「心の開発」
◇ 2・15 中央大学学長 外間 寛 「２１世紀に向けての人材教育～大学の対応～」
◇ 3・ 8 花王取締役 平坂敏夫 「企業経営と情報戦略～リエンジニアリング成功への課題～」
◇ 4・ 5 通商産業省顧問 岡松壯三郎 「わが国をめぐる国際経済情勢～日米交渉を中心に～」
◇ 5・10 政治評論家 森田 実 「参院選と今後の政局」
◇ 6・14 元駐米大使 松永信雄 「世界の中の日米関係」
◇ 7・19 日本将棋連盟棋士九段･永世棋聖 米長邦雄 「棋士から見た 21 世紀の日本」
◇ 8・10 『ワシントン･ポスト』極東総局長 トム･Ｒ･リード 「自信のない時代の日米関係」
◇ 9・13 住友生命保険相互会社名誉会長 新井正明 「古典に学ぶ経営の心」
◇10・11 国立予防衛生研究所室長 根路銘国昭 「縄文人を育てた琉球の人たち」
◇11・14 米国ハワイ州知事 ベンジャミン･Ｊ･カエタノ 「最近のハワイ経済事情」
◇12・13 米コロンビア大学名誉教授･日本文学者 ドナルド･キーン 「私と日本文学」

１９９６年 普天間基地の返還合意 ペルーの日本大使公邸占拠事件
基地問題で県民投票 又吉栄喜氏「豚の報い」に芥川賞

◇ 1・10 ＮＨＫ解説主幹 西田善夫 「スポーツ人間像―名勝負、名場面に学ぶ」
◇ 2・14 上智大学文学部教授 アルフォンス･デーケン 「人間関係におけるユーモアの役割」
◇ 3・13 毎日新聞編集局政治部長 岸井成格 「橋本政権の行方」
◇ 4・10 満学協会総裁 愛新覚羅顕琦 「日中両国のはざまにて」
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◇ 5・15 学習院大学法学部教授 砂田一郎 「大統領選挙と今日のアメリカ政治」
◇ 6・12 シンガポール紙コラムニスト 陸 培春（ル・ペイチュン）「アジア人が見た日本・沖縄」
◇ 7・10 駐ペルー大使 青木盛久 「フジモリ政権のペルーと日本・沖縄」
◇ 8・14 愛知学院大学大学院教授 島袋嘉昌 「今 沖縄企業に求められているのは何か」
◇ 9・11 香港大学亜洲研究中心客員研究員 丸屋豊二郎 「香港返還と沖縄」
◇10・ 7 株式会社ローヤル社長 鍵山秀三郎 「小さく生きて大きく遺

のこ

す」
◇11・13 沖縄県副知事 吉元政矩 「沖縄基地の整理縮小と国際都市形成」
◇12・10 大和総研特別顧問･経済企画庁長官 宮崎 勇 「来年の日本経済展望と沖縄」

１９９７年 拓銀と山一が破綻 香港返還 世界同時株安 ダイアナ元妃が事故死
屋良朝苗氏が死去 名護市で住民投票 知念かおり女流本因坊に輝く

◇ 1・14 首相補佐官（沖縄問題担当） 岡本行夫 「あすの沖縄を考える」

◇ 2・ 7 �日本セイルトレーニング協会理事長 大儀見薫 「世界の海人
ウミンチュ

がやってくる」
◇ 3・12 地域振興整備公団総裁 工藤敦夫 「都市開発と地域振興」
◇ 4・ 9 静岡県立大学国際関係学部教授 伊豆見元 「朝鮮半島情勢と沖縄」
◇ 5・14 衆議院議員 山中貞則 「沖縄復帰25周年を語る」
◇ 6・11 世界ＦＴＺ協会代表理事 レイモンド･ヨシテル･オータニ 「日本の改革は沖縄から」
◇ 7・ 8 沖縄懇談会座長 島田晴雄 「沖縄の自立発展のために」
◇ 8・13 大和総研副理事長 賀来景英 「ビッグバン時代に備える」
◇ 9・10 元沖縄開発庁長官 植木光教 「首里城復元5周年 沖縄の風土と文化への愛着」
◇10・ 8 東海大学教授 唐津 一 「めざせ日本一 沖縄活性化への道」
◇11・ 7 東京外国語大学学長 中嶋嶺雄 「香港返還後のアジアと日本」
◇12・ 4 早稲田大学総長 奥島孝康 「グローバル･スタンダードの時代を担う若者の育成を考える」

１９９８年 現職の大田氏破り稲嶺知事誕生 ドイツで１８年ぶりに政権交代
未曾有の不況で失業者増加 小渕政権が誕生 毒入りカレー事件

◇ 1・14 衆議院議員･前内閣官房長官 梶山静六 「アジア・太平洋時代とあすの沖縄」
◇ 2・10 ＮＨＫ解説主幹 小林和男 「日ロの外交戦略と沖縄」
◇ 3・11 日本経済新聞大阪本社編集局長 久保庭啓一郎 「混迷の政局を読む」
◇ 4・ 8 日本総合研究所理事長 若月三喜雄 「アジア経済危機と日本経済」
◇ 5・13 駐日ロシア大使 アレクサンドル・Ｎ・パノフ 「ロシア側から見た日ロ関係」
◇ 6・10 毎日新聞東京本社経済部長 菊池哲郎 「政府の総合経済政策で景気は良くなるか」
◇ 7・ 8 駐日米国大使特別補佐官 ケント･Ｅ・カルダー 「アジア太平洋時代の日米関係」
◇ 8・12 白 大学法学部教授＝政治学 福岡政行 「参院選の結果と政局」
◇ 9・ 9 毎日新聞社会長･日本新聞協会会長 小池唯夫 「日本の危機をどうするか」
◇10・14 日本公認会計士協会会長 中地 宏 「これからの企業経営」
◇11・11 南ドイツ新聞 ゲプハルト・ヒールシャー 「コール独首相の退陣と今後のヨーロッパ」
◇12・ 9 朝日新聞編集委員 船橋洋一 「いま同盟を考える」

１９９９年 沖尚がセンバツで全国制覇 2000年沖縄サミット決まる
コソボ紛争が解決 普天間飛行場の代替にシュワブ沿岸

◇ 1・13 国連難民高等弁務官 緒方貞子 「世界を回って考えること」
◇ 2・10 代議士・元科学技術庁長官 田中眞紀子 「21世紀の扉を前にして」
◇ 3・10 軍事評論家 江畑謙介 「朝鮮半島情勢とアジアの安全保障」
◇ 4・12 日本経済研究センター会長 香西 泰 「沖縄振興の課題」
◇ 5・12 沖縄県副知事 牧野浩隆 「基地問題と沖縄経済」
◇ 6・ 9 日本経済新聞論説副主幹兼編集委員 田勢康弘 「だれが日本を救うのか」
◇ 7・14 日本放送協会 会長 海老沢勝二 「デジタル時代の公共放送」
◇ 8・11 東京女子大学名誉教授 猿谷 要 「多元文化世界の中の沖縄」
◇ 9・14 駐日米国大使 トーマス・Ｓ・フォーリー 「アジアの中の日米関係と沖縄」
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◇10・15 宮城県知事 浅野史郎 「地方から政治を考える」
◇11・17 著述業 ジャック・ハルペン 「日本人とユダヤ人の発想の違い」
◇12・ 8 野村総研上席エコノミスト 植草一秀 「2000年の日本経済」

２０００年 沖縄サミット開催 琉球王国のグスクが世界遺産に
朝鮮半島で南北和平会議 那覇市政32年ぶり保守が奪還

◇ 1・12 浴風会病院院長 大友英一 「ぼけになりやすい人、なりにくい人」
◇ 2・16 日本国際問題研究所理事長 外務省顧問 小和田恆 「沖縄サミットの意義」
◇ 3・14 アサヒビール 名誉会長 樋口廣太郎 「2000年！日本経済新生への提言」
◇ 4・12 公共広告機構理事長 寺尾睦男 「女性の時代。女房なんて怖くない－と言ってみたい」
◇ 5・10 経済評論家 佐高 信 「異議あり！日本」
◇ 6・14 プロ野球セ・リーグ会長 高原須美子 「２１世紀は心の時代－フィンランドと日本」
◇ 7・12 東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター長 中村祐輔 「21世紀はヒトゲノム時代」
◇ 8・ 9 慶応大学教授 小此木政夫 「韓国情勢、北朝鮮情勢」
◇ 9・19 毎日新聞社編集委員 岸井成格 「森政権と今後の政局」
◇10・11 京都大学大学院教授 家森幸男 「長命から長寿への食生活－沖縄サミットでの報告から－」
◇11・ 8 駐日中国特命全権大使 陳 健 「沖縄から見る東アジア地域の協力」
◇12・13 戦略国際問題研究所上級副所長 カート・Ｍ・キャンベル 「アジア安全保障の将来と沖縄」

２００１年 米中枢同時テロ 小泉内閣発足 国内初の狂牛病
米テロで沖縄観光に打撃 米兵事件頻発し地位協定改定世論高まる

◇ 1・17 ノンフィクション作家 秋尾沙戸子 「アジアの女たち」
◇ 2・14 駐横浜大韓民国総領事 徐 賢燮 「新しい韓日関係を目指して」
◇ 3・14 台北駐日経済文化代表處代表 羅 福全 「台湾の新政権と東アジア」
◇ 4・11 ブルッキングス研究所上級特別研究員 ラエル･ブレナード 「日米経済関係の新局面」
◇ 5・ 9 ドイツ‐日本研究所所長 イ ルメラ ・日地谷 ‐キル シュネ ライト「文化比較から何を学べるか」
◇ 6・14 富士通総研理事長 福井俊彦 「日本経済の展望」
◇ 7・11 神戸大学大学院法学研究科教授 五百旗頭 真 「アジア太平洋に生きる」
◇ 8・ 8 自由民主党元幹事長 加藤紘一 「参院選後の政局」
◇ 9・17 京都大学東南アジア研究センター教授 濱下武志 「アジアネットワークの中の沖縄」
◇10・10 多摩大学名誉学長 グレゴリー・クラーク 「クラーク先生の日本人論」
◇11・15 元ソ連大統領 ミハイル・ゴルバチョフ「グローバリゼーションの時代－ロシアと沖縄の経済交流」
◇12・12 共同通信社論説副委員長 春名幹男 「米中枢同時テロで激変した世界」

２００２年 初の日朝首脳会談―拉致被害者５人帰国 国連のイラク査察再開
サッカーW杯で日本躍進 ノーベル賞初の日本人W受賞 沖縄振興新法スタート

◇ 1・12 厚生労働大臣 坂口 力 「差別なき社会をめざして－雇用･失業、狂牛病、ハンセン病問題」
◇ 2・13 北海道大学法学部教授 山口二郎 「小泉改革・政治の行方」
◇ 3・13 毎日新聞社社長 斎藤 明 「新聞ジャーナリズムのこれまでとこれから」
◇ 4・10 駐日シンガポール大使 チュー･タイスー 「日本･シンガポール関係の発展－沖縄の可能性」
◇ 5・ 8 総務省総務審議官 月尾嘉男 「ＩＴ革命と社会変革」
◇ 6・12 元西鉄ライオンズ投手 稲尾和久 「鉄腕稲尾の人生論」
◇ 7・13 沖縄担当大臣 尾身幸次 「沖縄新大学院大学構想について」
◇ 8・14 三井物産戦略研究所所長 寺島実郎 「２１世紀の日米関係と沖縄」
◇ 9・18 慶応大学経済学部教授 金子 勝 「アメリカのバブル破綻と日本経済の動向」
◇10・ 9 弁護士 堀田 力 「生きがい大国への道」
◇11・13 ジャーナリスト 歳川隆雄 「小泉訪朝の内幕と朝鮮半島情勢の行方」
◇12・11 日本共産党委員長 志位和夫 「日本外交、日本経済の未来と日本共産党」
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２００３年 米英がイラク戦争 邦人外交官２人がイラクで殺害される
新型肺炎（SARS）が世界的流行 沖縄都市モノレールが開業 台風14号が宮古島で猛威

◇ 1・15 岩手県知事 増田寛也 「地方の自立のために」
◇ 2・12 在日中国人ジャーナリスト 莫 邦富 「中国最新事情－日本企業がなぜ中国に敗れるのか」
◇ 3・ 5 法政大学総長 清成忠男 「新振計はベンチャーの気概で」
◇ 4・ 9 ヨット冒険家 堀江謙一 「未知への航海」
◇ 5・14 ジャーナリスト、アラブ研究者 平山健太郎 「イラク戦争後の中東」
◇ 6・11 東京大学医学部名誉教授 養老孟司 「脳と現代社会」
◇ 7・ 9 大阪大学産業科学ナノテクノロジーセンター長 川合知二 「ナノテクノロジーがひらく社会」
◇ 8・13 チャイコフスキー財団総裁 アンドレイ・シェルバック 「ロシア―沖縄を結ぶ音楽交流の提案」
◇ 9・10 エコノミスト 國定浩一 「阪神タイガース優勝の経済効果」
◇10・15 マサチューセッツ工科大学教授 ジェローム・フリードマン 「科学の力と沖縄大学院大学」
◇11・19 毎日新聞社編集委員 岸井成格 「総選挙の結果と今後の政局」
◇12・10 音楽評論家 青木 誠 「沖縄音楽の魅力」

２００４年 新潟県中越地震 陸上自衛隊本隊がイラク入り 台風上陸最多
北朝鮮拉致家族５人が帰国 沖国大に米軍ヘリ墜落

◇ 1・14 元自由民主党幹事長 野中広務 「今、日本を憂う」
◇ 2・10 前駐レバノン大使 天木直人 「これでいいのか日本外交」
◇ 3・10 アジア経済研究所参事 酒井啓子 「イラク復興と自衛隊」
◇ 4・10 堀場製作所会長 堀場雅夫 「自今生涯―産学連携と経営」
◇ 5・10 埼玉県志木市長 穂坂邦夫 「地方行政刷新と元気なまちづくり－ピンチをチャンスに変える」
◇ 6・ 9 韓国・世宗研究所首席研究委員 白 鶴淳 「金正日体制と韓国・北朝鮮統一の展望」
◇ 7・14 東京農業大学教授 小泉武夫 「琉球礼賛―泡盛、発酵食品、スローフード」
◇ 8・11 全米インディアンゲーミング協会研究部長 キャサリン･Ａ･スピルディ「カジノ･ギャンブルの社会的影響」
◇ 9・ 8 東京大学名誉教授 畑村洋太郎 「失敗学のすすめ」
◇10・13 国立民族学博物館教授 石森秀三 「観光立国の未来像」
◇11・10 大阪大学大学院医学系研究科教授 杉山治夫 「自分の免疫力でがんに克つ」
◇12・ 8 毎日新聞論説委員 高畑昭男 「ブッシュ再選と今後の日米関係」

２００５年

◇ 1・ 7 ジャーナリスト 田原総一朗 「２００５年、時代を読む」
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●…再選されたブッシュ米大統領の就任式

は１月２０日に行われます。二期目のブッ

シュ大統領がどんな演説をするか注目され

ます。ところで、米大統領選挙はなぜ１１

月でしょうか。米大統領選挙は「１１月の

第一月曜日を過ぎた最初の火曜日」と決め

られています。高畑昭男氏の「図解雑学－

アメリカ大統領」（ナツメ社）に、その理由

が書かれています。それは、「春、夏は農繁

期だし、秋は収穫期が忙しいから」です。

大半がまだ農民だった１９世紀中ごろの米

国風景が想起されます。

●…米国はこの旧慣（伝統）を２１世紀に

も引き継いでいることになります。旧慣や

伝統というものは、時代を経るに従ってそ

の元々の意味が忘れられます。身近な例で

は、男性のスーツにもわけの分からないポ

ケットやホールやボタンがいろいろ付いて

います。

●…旧慣に関連して、面白い記事が目にと

まりました。「高校生の座高過去最高、脚長

傾向止まる」という文部科学省の０４年度

学校保健統計の速報です。「座高」って、一

体何のために測定しているのでしょうか。

それこそ世界広しといえど日本だけの慣例

にほかなりません。ルーツは明治時代の官

立学校の身体検査にあるようです。学校の

身体測定といえば、身長、体重、胸囲、そ

して座高。最初の三つは納得がいきます。

しかし、大人になってから受ける健康診断

では座高なんて測りません。では、何のた

めに？ これは当時の健康に対する考え方

に基づいているといいます。明治時代の日

本では、胃や腸などの内臓が詰まっている

上半身がよく発達しているほど健康体だと

考えられていました。つまり、内臓の発達

を知るために座高を測っていたというので

す。ということは、座高が高い体型、結果

的に胴長短足ほどいいということになりま

す。現在どういう目的で生徒の座高を測っ

ているか、説明を求められて困っている先

生も多いことでしょう。 （Ｎ）

編 集 後 記




